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　まもなく一斉改選を迎えます。
　令和元年からの今期は、新型コロナウイルス感染症の出現によ
り、民生委員・児童委員としての活動は大きな影響を受けました。

　研修、訪問、各種サロン等の実施は様々な制限を受け、創意工夫を重ねての活動だっ
たと思います。
　さて、地域コミュニティへの関心の希薄化、多発する災害への対応等、社会構造の
変化により民児協活動も新たな取り組みが求められています。今後、皆様にご協力い
ただきました「活動実態調査」の結果を踏まえ、活動しやすい環境を探るとともに、
地域での理解促進を図りたいと考えています。
　これまでの皆様のご協力に対し、心より御礼申し上げます。
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３年間を振り返って

熊本市民生委員児童委員協議会　会長　小山　登代子

期日：令和4年5月17日（火）～18日（水）
行程：岡山市～倉敷市　参加者：57名

　3年ぶりの会長視察研修は民生委員制度発祥の地「おかやま」を訪ねました。
　日本三名園のひとつ岡山後楽園近くの岡山城内にある笠井信一先生（民生委員制度の起源とされる済世顧問制度の
生みの親）の銅像を見学する予定でしたが、残念ながら岡山城修復工事のため見学できませんでした。岡山は社会福
祉事業に生涯取り組んだ先駆者が多くいる事を知り驚きました。
　桃太郎のモデルが御祭神の吉備津神社を参拝、翌日は白壁と掘割の街並みを散策し、大原美術館を見学、歴史の重
みを感じた研修でした。
　また久しぶりの研修ということで互いの交流が深められ、大変良かったとの感想が多くありました。

広報委員長　稲田　憲生
熊本市民児協会長視察研修

開催日時：令和4年8月17日（水）10：00～
会　　場：くまもと県民交流館パレア 10階パレアホール
参 加 者：69名

研修１　講演　「老いて学べば、死して朽ちず。」
　　　　講師　熊本市副市長 中垣内　隆久 氏
　総務省出身という仕事柄、これまで赴任された土地の名所名
物を所々に織り交ぜながらのお話は大変興味深いものでした。
　また、豊富な愛読書の中から色々な本も紹介して頂きましたが、
その中でも『高僧と呼ばれる方々が、総じて長寿であり、その
訳（原因）は、「呼」、「食」、「心」、「生」、「経」の五原則にある。』
というお話が印象に残りました。
　そして、人の話を聴き、話し、読み（音読）、書くことが脳を
活性化させ、健康長寿につながるということを学びました。

研修２　民生委員・児童委員一斉改選に伴う引継ぎ事項について
　熊本市健康福祉政策課の渡邊副課長による説明がありました。
　今回、初めて統一した様式による「引継ぎ事項報告書」を作成して頂ける事になり、スムー
ズな引継ぎが行われるものと期待されますが、後任者への引継ぎに当たっては、個人情報と
プライバシーの保護に十分注意しながら個別事案についてもしっかり引き継いでいく必要が
あると思います。

　約３年ぶりの研修会でしたが、とても充実した内容となりました。

広報委員　渡邊　靖子
熊本市民児協会長研修会
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平
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民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
委
嘱

を
受
け
て
33
年

間
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
が
あ
り
、

喜
び
や
悩
み
を
分
か
ち
合
っ
て
き

ま
し
た
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活
動
を
通
し
て
、
住
民

と
の
信
頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
の

事
案
は
、
家
族
の
あ
り
方
や
地
域

と
の
つ
な
が
り
等
考
え
る
こ
と
が

多
く
、
私
自
身
と
て
も
良
い
経
験

と
な
り
ま
し
た
。

　

委
嘱
当
初
は
不
安
で
し
た
が
、

家
族
の
理
解
が
得
ら
れ
た
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
す
ば
ら
し
い

仲
間
に
恵
ま
れ
、
皆
様
に
支
え
て

い
た
だ
い
た
お
蔭
で
こ
こ
ま
で
続

け
て
こ
ら
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
令
和
2
年
秋
の
叙
勲
を

受
章
し
ま
し
た
こ
と
は
、
思
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が

け
な
い
こ
と
で
し
た
が
、
活
動
す

る
上
で
と
て
も
励
み
に
な
り
ま
し

た
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あ
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た
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児
協
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関
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関
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方
々
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お
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え
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ま
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よ
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御
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申
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民
児
協
の
さ
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念
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た
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ま

す
。
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落
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。
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や
れ
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な
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だ
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光
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縮
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お
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日
頃
よ
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共
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活
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い
た
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民
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員
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の
皆
様
の
お

か
げ
と
心
よ
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感
謝
申
し
上
げ
ま
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平
成
6
年
1
月
1
日
よ
り
主
任

児
童
委
員
制
度
の
発
足
に
伴
い
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
育

つ
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
お
引
き

受
け
し
た
の
が
つ
い
こ
の
前
の
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
そ
の
後
、
地

域
担
当
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

と
し
て
多
く
の
人
と
関
わ
る
中
で
、

た
く
さ
ん
の
経
験
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
私
自

身
も
少
し
は
成
長
で
き
た
の
で
は

な
い
か
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
11
月
で
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
任
は
終
わ
り
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
も
地
域
の
多
く
の
方
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

叙
勲
・
褒
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令
和
4
年
6
月
6
日
（
月
）
に
中
央
区
民
児
協
会
長
19

名
は
視
察
研
修
を
実
施
、
熊
本
市
中
央
区
本
荘
に
あ
る
社

会
福
祉
法
人
熊
本
市
社
会
福
祉
協
会
が
運
営
す
る
熊
本
乳

児
院
と
熊
本
授
産
場
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

乳
児
院
は
家
庭
の
よ
う
に
寄
り
添
い
、
温
か
く
見
守
り
、

赤
ち
ゃ
ん
の
心
と
身
体
を
育
み
、
24
時
間
3
6
5
日
体
制
、

夜
間
も
常
に
安
全
に
見
守
ら
れ
て
い
る
施
設
で
す
。
児
童

福
祉
法
に
基
づ
き
、
熊
本
乳
児
院
で
は
児
童
相
談
所
・
福

田
病
院
・
慈
恵
病
院
等
と
連
携
し
、
赤
ち
ゃ
ん
を
家
庭
に

代
わ
っ
て
見
守
り
育
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
3
年
5
月
竣
工
の
新
院
舎
は
木
が
多
用
さ
れ
明
る

く
優
し
い
雰
囲
気
で
す
。
傘

か
ら
か
さ

副
院
長
に
よ
り
多
岐
に
わ
た

る
取
組
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
に
関
す
る
相
談
を

専
門
の
相
談
員
が
受
け
付
け
る
『
熊
本
市
児
童
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
ア
グ
リ
』、
里
親
制
度
の
普
及
啓
発
を
支
援
す

る
『
熊
本
市
フ
ォ
ス
タ
リ
ン
グ
機
関
ア
グ
リ
』、
妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
の
不
安
や
悩
み
に
寄
り
添
う
『
熊
本
市
産

前
・
産
後
母
子
支
援
事
業
ア
グ
リ
』、『
保
育
園
3
カ
所
』
等
。

「
夜
間
も
対
応
す
る
た
め
枕
元
に
携
帯
電
話
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
。」
と
傘
副
院
長
。

　

併
設
さ
れ
た
熊
本
授
産
場
は
社
会
福
祉
法
に
基
づ
き
設

立
さ
れ
、
生
活
保
護
世
帯
の
方
、
身
体
・
知
的
・
精
神
の

各
障
が
い
者
の
方
等
の
技
能
習
得
と
社
会
復
帰
、
自
立
、

収
入
の
安
定
を
計
っ
て
い
ま
す
。
作
業
の
種
類
は
縫
製
・

製
図
・
下
請
け
作
業
等
で
す
。

　

児
童
福
祉
法
の
改
正
が
可
決
成
立
し
、
こ
ど
も
家
庭
庁

の
設
置
が
目
指
さ
れ
て
い
る
今
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

と
し
て
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

中
央
区
会
長
視
察
研
修

中
央
区

慶
徳
校
区
民
児
協
　
会
長
　
西
村
　
辰
則
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東
区

　

私
が
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
な
り
今
年
で
12
年
に
な
り
ま
す
。

　

き
っ
か
け
は
退
職
を
し
て
少
し
ゆ
っ
く
り
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
時
に
、

当
時
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
し
て
い
た
知
り
合
い
か
ら
声
を
か
け
ら

れ
た
こ
と
で
し
た
。

　

最
初
は
何
も
分
か
ら
ず
先
輩
方
に
教
え
て
頂
き
な
が
ら
の
中
で
見
守
り
、

サ
ロ
ン
、
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
等
多
岐
に
わ
た
る
活
動
に
一
生
懸
命
で
し
た
。

分
か
る
に
つ
れ
、
と
て
も
大
変
な
事
を
引
き
受
け
て
し
ま
っ
た
と
思
い
悩

ん
だ
事
も
あ
り
、
周
り
か
ら
「
出
来
る
だ
け
で
い
い
か
ら
」
と
言
わ
れ
て

気
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
思
う
よ
う
な
活
動
が
出

来
ず
に
お
り
ま
す
が
、
皆
で
工
夫
を
し
て
活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

　

私
を
筆
頭
に
約
半
数
が
仕
事
を
し
な
が
ら
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動

を
続
け
、
両
立
の
難
し
さ
を
実
感
し
て
お

り
ま
す
。

　

一
日
で
も
早
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
終
息
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

託
麻
北
校
区
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
子
育
て
サ
ー

ク
ル
や
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
の
や
り
方
に
工

夫
を
凝
ら
し
、
子
育
て
世
代
と
の
つ
な
が
り
を
続
け

て
き
ま
し
た
。

　

7
月
に
実
施
し
た
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
は
、
参

加
人
数
を
事
前
に
把
握
し
、

当
日
は
体
温
確
認
や
消
毒

を
徹
底
し
、
マ
ッ
ト
の
配

置
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
を
確
保
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
最
近
使
う
こ

と
が
少
な
く
な
っ
て
き
た

熊
本
弁
ク
イ
ズ
で
お
母
さ

ん
方
と
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
地
域
で
見
守
っ

て
い
ま
す
。
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。」
と
の

思
い
か
ら
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
仕
事
内
容
や

校
区
の
地
図
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
委
員
の
顔
写
真

に
各
町
内
の
特
色
や
自
己

紹
介
を
掲
載
し
た
パ
ネ
ル

を
制
作
し
ま
し
た
。

『
コ
ロ
ナ
禍
で
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

主
任
児
童
委
員
の
活
動
』

【
日　

時
】
令
和
4
年
1
月
20
日
（
木
）

【
場　

所
】 

託
麻
北
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー　

ホ
ー
ル

【
講　

師
】
さ
さ
え
り
あ
託
麻

　　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
色
々
な
事
業
が
中
止
に
な
り

地
域
で
の
活
動
も
制
限
さ
れ
る
中
で
、
託
麻
子

育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
を
含
め
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
で
「
認
知
症
に
つ
い
て
」
の
研

修
、
災
害
時
に
お
け
る
避
難
場
所
の
設
置
箇
所

確
認
な
ど
の
活
動
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
学
校
と
の
情
報
交
換
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
学
校
か
ら
先
生
に
来
て
頂
き
、「
子

ど
も
達
の
今
」
を
共
有
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

研
修
『
認
知
症
に
つ
い
て
』

コ
ロ
ナ
禍
で
の

　
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動

尾
ノ
上
校
区
民
児
協
　
会
長
　
古
賀
　
和
代

託
麻
北
校
区
民
児
協

会
長
　
高
松
　
幸
代

託
麻
北
校
区
民
児
協
の
取
り
組
み

一斉あいさつ運動の様子

サロンでの七夕行事の様子
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私
達
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
、
ま
た
福
祉
の
推
進
者
と
し
て
、

住
民
の
生
活
実
態
や
生
活
の
多
様
化
に
対
応
で
き
る
柔
軟
性
・
積
極
性
が

必
要
不
可
欠
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
福
祉
活
動
を
行
う
中
、
住
民

の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
行
政
や
専
門
機
関
に
繋
ぐ
パ
イ
プ
役
を
果

た
し
て
い
く
事
が
、
最
も
重
要
な
役
割
で
は
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
職
務
を
行
っ
て
い
く
上
で
、
民
児
協
の
定
例
会
を
マ
ン
ネ
リ

ズ
ム
で
は
な
く
、
充
実
・
強
化
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
中
で
ゴ
ミ
問
題
が
話
題
と
な
り
、
そ
こ
か
ら
環
境
問
題
へ

と
発
展
に
至
り
ま
し
た
。

　

近
状
に
於
い
て
は
、
想
定
外
な
大
規
模
災
害
が
相
次
い
で
発
生
し
、
そ

の
原
因
と
し
て
は
地
球
の
温
暖
化
・
気
候
変
動
に
よ
る
環
境
へ
の
負
担
等

が
問
題
で
は
な
い
か
! !
そ
の
要
因
の
一
つ
に
、
水
域
に
不
法
投
棄
さ
れ

た
ゴ
ミ
等
が
海
に
流
れ
着
い
て
、
海
洋
環
境
を
悪
化
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い

る
の
で
は
と
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
地
域
の
環
境
を
良
く
す
る
た
め
、
小
島
校
区
自
治
協
議
会
が

年
2
回
、「
坪
井
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
」

と
称
し
環
境
保
全
向
上
の
た
め
に
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
事
業
に

は
、
地
域
の
各
団
体
・
住
民
・
小
中

学
校
の
生
徒
達
・
そ
し
て
小
島
校
区

民
児
協
と
し
て
一
緒
に
参
加
し
、
河

川
美
化
や
河
川
愛
護
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

と
に
か
く
地
球
温
暖
化
は
深
刻
で

す
。「
私
達
一
人
ひ
と
り
が
意
識
し
て
」

環
境
保
全
向
上
の
た
め
に
、
し
っ
か

り
と
取
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
と
再

確
認
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

令
和
4
年
6
月
29
日
（
水
）
西
部
公
民
館
に
て
、

西
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員
新
任
者
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
研
修
会
は
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の
観

点
か
ら
、
2
班
（
午
前
9
時
半
と
午
後
1
時
半
）

に
分
け
て
開
催
し
67
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

主
催
者
挨
拶
と
し
て
西
区
民
児
協
稲
田
会
長
は
、

「
コ
ロ
ナ
禍
で
新
任
者
研
修
会
の
開
催
が
2
年
間

延
期
さ
れ
、
や
っ
と
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
任

期
も
半
年
に
な

り
ま
し
た
が
、

本
日
の
研
修
を

糧
に
し
て
、
今

後
の
活
動
に
精

進
し
て
く
だ
さ

い
。」
と
の
挨

拶
が
あ
り
ま
し

た
。

　

研
修
会
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
民
児
協
小
山

登
代
子
会
長
か
ら
、「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
」

と
「
活
動
記
録
の
記
入
」
に
つ
い
て
と
題
し
て
、

事
例
等
資
料
に
基
づ
い
て
わ
か
り
や
す
い
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
小
山
会
長
は
、「
民
生
委
員

を
や
っ
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
に
、
こ
れ
か

ら
も
誇
り
を
も
っ
て
活
動
を
し
て
ほ
し
い
。」
と

の
激
励
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
つ
ぎ
に
、
市
民
児

協
津
地
尚
文
副
会
長
（
研
修
委
員
長
・
主
任
児
童

委
員
部
会
会
長
）
か
ら
、「
児
童
委
員
の
歴
史
と

役
割
」
に
つ
い
て
と
題
し
て
、
具
体
的
な
内
容
で

わ
か
り
や
す
い
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
は
5
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、「
2
年
間

の
活
動
を
振
り
返
っ
て
」
と
題
し
て
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

今
回
の
研
修
は
も
っ
と
早
く
受
け
た
か
っ
た
。
活

動
記
録
の
記
入
方
法
に
つ
い
て
は
と
て
も
わ
か
り

や
す
か
っ
た
。
主
任
児
童
委
員
の
役
割
と
活
動
が

理
解
出
来
た
。
ま
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

悩
み
や
活
動
状

況
な
ど
を
共
有

す
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
、
そ

し
て
多
く
の
情

報
を
得
て
、
今

後
の
活
動
に
活

か
す
こ
と
が
出

来
る
と
の
感
想

を
聞
く
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

西
区
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
　
新
任
者
研
修
会

一
人
ひ
と
り
が
意
識
し
て

　
　
　
　
　
取
り
組
む
環
境
問
題

池
田
校
区
民
児
協

会
長
　
吉
田
　
秀
順

小
島
・
中
島
・
松
尾
校
区
民
児
協
　
会
長
　
河
田
　
富
子

西
区
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南
区

　

私
達
の
清
水
校
区
は
30
名
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
で
成
り
立
っ
て
お
り
ま

す
。
発
足
時
に
「
み
ん
な
で
楽
し
も
う
」
を
掲
げ
ス
タ
ー
ト
を
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
と
の
遭
遇
で
す
。

　

緊
急
事
態
宣
言
、
ま
ん
延
防
止
等
で
通
常
出
来
て
い
た
事
が
出
来
な
く
な
り
、

私
達
は
今
、
何
を
す
べ
き
か
考
え
た
時
に
、
高
齢
者
の
安
否
確
認
を
個
別
訪
問

か
ら
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
や
電
話
に
切
り
替
え
、
ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん
に
は
、
ク
リ
ス

マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
っ
た
り
繋
が
り
は
あ
り
ま
し
た
が
、
長
引
く
状
況
に
焦

り
が
出
て
き
た
の
で
「
自
分
を
高
め
よ
う
」
と
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

ま
ず
「
健
康
生
活
応
援
講
座
」
に
参
加
し
、
疾
病
、
介
護
、
認
知
症
、
傾
聴
、

ヨ
ー
ガ
、
電
話
で
お
金
詐
欺
等
を
9
回
シ
リ
ー
ズ
や
7
回
シ
リ
ー
ズ
で
学
び
ま

し
た
。
い
つ
中
止
に
な
る
か
不
安
を
抱
え
無
事
終
了
で
す
。

　

ま
た
、
昨
年
7
月
か
ら
2
ヵ
月
に
1
回
、
さ
さ
え
り
あ
の
Z
o
o
m
研
修

に
参
加
し
て
い
ま
す
。
Z
o
o
m
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
は
素
人
の
私
達
に

は
至
難
の
業
で
し
た
。
そ
れ
を
個
別
に
指
導
し
て
頂
き
、
ま
た
私
た
ち
が
希
望

す
る
内
容
に
も
応
え
て
く
れ
て
、
大
変
ご
苦
労
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
お
か
げ

で
委
員
全
員
の
参

加
が
出
来
て
い
ま

す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
学
ん
だ
事
を
一

人
で
も
多
く
の
方

に
お
伝
え
で
き
た

ら
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　

私
達
の
校
区
は
熊
本
市
南
区
の
南
東
の
端
に

位
置
し
、
国
内
最
大
級
の
塚
原
古
墳
群
や
国
指

定
の
阿
高
・
黒
橋
貝
塚
な
ど
、
歴
史
的
遺
産
が

豊
富
で
自
然
豊
か
な
農
村
世
帯
で
す
。
昨
年
3

月
末
現
在
で
は
校
区
内
の
世
帯
数
は

2,
6
6
3
戸
で
人
口
5,
8
7
1
人
、
特
に

高
齢
化
率
は
36
・
８
％
と
南
区
の
平
均
よ
り

10
％
程
高
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
交
通
ア
ク
セ

ス
も
劣
り
商
業
施
設
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
ど

う
し
て
も
地
域
住
民
同
士
の
繋
が
り
が
伝
統
的

に
強
い
地
域
で
す
。

　

校
区
内
で
は
、以
前
か
ら
自
治
体
ご
と
に「
い

き
い
き
サ
ロ
ン
」
が
活
発
に
開
催
さ
れ
て
い
て
、

民
生
委
員
も
毎
回
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
関
わ
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
他
、校
区
で
毎
週
開
催
さ
れ
て
い
る「
い

き
い
き
1
0
0
歳
体
操
」
の
参
加
者
に
も
民
生

委
員
が
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
な
ど
地
域

の
方
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
3
月
に
は
75
歳
以
上
の
独
居
高

齢
者
の
方
に
手
作
り
の
赤
飯
を
配
布
し
て
お
り

大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
3
月
10
日

に
実
施
し
写
真
は
そ
の
時
の
様
子
で
す
。

　

日
頃
は
高
齢
者
や
、
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り

を
主
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
で
は
コ
ロ
ナ

禍
で
一
時
的
に
中
断
し
た
時
期
も
あ
り
少
子
・

高
齢
化
が
進
む
中
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

は
地
域
力
を
高
め
て
い
く
為
の
要
の
役
割
を
果

た
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。　

　

そ
し
て
、
私
た
ち
は
住
民
の
一
員
で
あ
る
こ

と
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
地
域
や
状
況
に
応

じ
た
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

今
後
は
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
の
目
的

や
意
義
を
今
一
度
見
つ
め
直
し
、
地
域
住
民
の

身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
の
活
動
を
継
続
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
の
活
動

清
水
校
区
民
児
協
　
会
長
　
中
村
富
貴
子

豊
田
校
区
民
児
協
　
会
長
　
小
夏
　
敏
明

地
域
と
の
繋
が
り
、
そ
し
て
相
談
相
手
と
し
て

北
区
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植
木
北
校
区
民
児
協
は
、
会
員
15
名
（
う
ち
新
人

11
名
、
再
任
４
名
）
の
構
成
で
す
。

　

会
長
に
指
名
さ
れ
ま
し
た
が
、
私
自
身
が
民
生
委

員
1
年
生
で
何
か
ら
始
め
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い

ま
ま
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
会
員
同
士
の
共
通
認
識
、
情
報
交
換
、
一

人
で
悩
ま
ず
お
互
い
で
助
け
合
う
こ
と
を
考
慮
し
、

定
例
会
の
環
境
を
第
一
に
考
え
て
行
っ
て
い
ま
す
。

環
境
関
係
・
会
議
の
進
め
方

（
１
）
円
形
に
し
、
全
員
が
顔
を
合
わ
せ
ら
れ
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。（
全
員
が
参
画
し
て
い

る
）

（
２
）
座
席
を
固
定
し
な
い

・
定
例
会
は
、
封
筒
に
各
人
の
名
前
を
記
載
し

資
料
を
封
筒
に
入
れ
ま
す
。
そ
の
封
筒
を
毎

回
順
不
同
に
机
の
上
に

置
き
ま
す
。
決
め
て
い

る
の
は
、
会
長
・
副
会

長
だ
け
が
隣
同
士
に
座

る
だ
け
で
、
そ
の
場
所

も
当
日
に
決
め
ま
す
。

会
場
に
来
た
ら
、
毎
回

自
分
の
席
探
し
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
毎
回
隣
に

座
る
人
は
違
い
ま
す
。

お
互
い
が
色
ん
な
話
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

（
３
）
会
議
資
料
は
、
1
枚
に
集
約
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。（
ポ
イ
ン
ト
及
び
説
明
）

（
４
）
会
議
の
進
め
方

〇
会
長
が
、
会
長
会
議
の
報
告
等
を
資
料
に
よ

り
短
時
間
で
行
い
ま
す
。（
約
30
分
）

〇
意
見
交
換
の
時
間
を
、
で
き
る
だ
け
多
く
と

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。（
約
1
時
間
）

・
全
員
が
、
各
人
の
取
り
組
み
状
況
や
良

か
っ
た
こ
と
、
失
敗
し
た
こ
と
、
悩
ん
で

い
る
こ
と
な
ど
を
出
し
合
い
ま
す
。
そ
の

発
表
に
対
し
て
各
人
が
経
験
談
や
意
見
を

出
し
合
い
ま
す
。
特
に
経
験
豊
富
な
人
の

話
は
大
変
参
考
に
な
り
ま
す
。（
一
人
で

悩
ま
な
い
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。）

・
時
に
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
で

な
い
話
題
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

お
互
い
に
話
題
が
進
み
ま
す
。
例
え
ば
、

高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
の
方
が
、
あ
る
家

庭
を
訪
問
し
長
時
間
い
て
夕
食
の
準
備
時

間
な
の
に
帰
ら
れ
ず
困
っ
て
い
る
。
ど
う

し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か
と
相
談
さ
れ
て
い

る
。
ど
う
し
た
も
の
か
悩
ん
で
い
る
と
の

質
問
。
他
の
人
か
ら
色
々
な
対
応
策
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

〇
定
例
会
に
は
、
特
別
な
事
情
が
あ
る
人
を
除

き
、
全
員
が
毎
回
参
加
し
て
い
ま
す
。

◇
　
コ
ロ
ナ
禍
の
取
り
組
み

　
　

保
育
園
、
小
学
校
、
中
学
校
と
の
交
流
が
で
き

〈
植
木
北
校
区
民
児
協
定
例
会
〉

　
　
　
　
　
…
楽
し
い
意
見
交
換
の
場
に
！

植
木
北
校
区
民
児
協
　
会
長
　
廣
田
　
幸
信

北
区

な
い
の
で
、
少
し
で
も
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
見
守
り
活
動
等

を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
入
園
入
学
式
、

卒
園
卒
業
式
、
運
動
会
体
育
大
会
の
際
に
は
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
て
い
ま
す
。
植
木
北
中
学
校
の
体
育

大
会
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
全
生
徒
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
送
信
さ
れ
ま

し
た
。

◇
　
高
齢
者
・
障
が
い
者
と
の
触
れ
合
い

　
　

令
和
３
年
10
月
24
日
に

は
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
と
校
区
社
協
の
合
同
施

策
と
し
て
、
高
齢
者
の
一

人
暮
ら
し
の
方
へ
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
贈
呈
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
際
は
、
日
ご
ろ

交
流
を
図
っ
て
い
る
障
が

い
者
ア
ス
リ
ー
ト
の
方
か

ら
お
手
紙
を
い
た
だ
き
、

お
年
寄
り
に
記
念
品
と
一

緒
に
お
届
け
し
大
変
喜
ば

れ
ま
し
た
。

　
（
令
和
３
年
10
月
31
日　

熊
本
日
日
新
聞
記
事
掲
載
）
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令
和
4
年
7
月
7
日
（
木
）、く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア
ホ
ー

ル
に
於
い
て
「
主
任
児
童
委
員
活
動
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と

題
し
、
津
地
尚
文
会
長
を
講
師
に
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
内
容
と
し
て
は
、
人
は
そ
れ
ぞ
れ
「
枠
組
み
」
を
持
っ
て
い
て
、

価
値
観
や
考
え
方
は
一
人
一
人
違
う
が
、
そ
れ
を
お
互
い
に
認
め
合

い
、
多
様
な
考
え
方
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
。

ま
た
、情
報
を
正
確
に
伝
達
、共
有
す
る
た
め
に
は
、「
伝
え
手
」「
受

け
手
」
双
方
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
常
に
意
識
し
、
そ
の

た
め
の
ス
キ
ル
と
し
て
「
自
己
覚
知
」「
他
者
理
解
」「
ア
サ
ー
シ
ョ

ン
（
自
己
主
張
）」「
傾
聴
」「
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
な
ど
の

習
得
と
活
用
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
よ

う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
て
実
践
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
良
好
な
人
間
関
係
を
築
け
て
、
よ
り
良
い
社
会
生
活
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
お
話
で
し
た
。

　
今
回
学
ん
だ
、
豊
か
な
心
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
こ

と
を
心
が
け
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
今
後
の
主
任
児
童
委
員
と
し
て
の
活
動
に

生
か
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

熊本市主任児童委員部会
第2回研修会

子育てサークル紹介

「個人情報の管理は慎重に‼」 民生委員法には守秘義務が規定されています。
保有する情報には十分気を付けましょう‼　

　「身近に感じ、委員の皆様に役立つ広報誌」を目指し、紙面の
増版、カラー化を行い、内容も、役立つ情報ということで事例紹
介を基本として作成して参りました。如何だったでしょうか？こ
の間委員の皆様には、原稿のご提供、ご感想、ご意見等ご協力を
いただきありがとうございました。心から御礼申し上げます。
　これからも「くまもと市民児協だより」が委員の皆様の活動の
一助になればと祈念しています。
　最後に事務局の皆様には大変なご苦労をお掛けいたしました。
心から感謝しております。ありがとうございました。
� 広報委員長　稲田　憲生

編

集
後

記

主任児童委員部会　副会長　宮澤　矢良（天明地区民児協）

●大江校区子育てサークル「アップルパイ」
　令和４年７月13日（水）
　親子でリトミック

●飽田地区育児サークル「ちゅーりっぷ」
　令和４年７月20日（水）
　サマーコンサート～生の音楽にふれてみよう～

（写真は吉村譲二南区会長）


